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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力された音声信号を音声符号データに変換する変換手段と、
ファイルを単位として上記音声符号データを記録媒体に記録する記録手段と、
上記音声符号データの記録媒体への記録の開始および停止を指示する指示手段と、
新規記録を指示する新規記録指示手段と、
上記音声符号データの上記記録媒体への記録中に上記新規記録が指示されたときには、上
記音声符号データの記録を停止し、上記音声符号データを含むファィルとは異なる新たな
ファイルとして音声符号データの上記記録媒体への記録を開始するように制御する制御手
段と、
を具備することを特徴とする音声記録再生装置。
【請求項２】
新たなファイルが作成できるか否かを判断する判断手段と、
上記制御手段は、上記判断手段により、新たなファイルの作成ができないと判断された場
合には警告を行うとともに新たなファイルの作成を禁止するように制御することを特徴と
する請求項1に記載の音声記録再生装置。
【請求項３】
上記判断手段は、上記記録媒体に記録可能なファイル数、あるいは上記ファイルを管理す
るフォルダに記録可能なファイル数を基に新たなファイルが作成できるか否かを判断する
ことを特徴とする請求項２に記載の音声記録再生装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、音声情報をデジタル処理して記録媒体に記録する音声記録再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、音声信号のデジタル符号化技術の進展と半導体記録素子の記録容量の高容量化に伴
い、音声信号をデジタル符号化し、そのデジタル音声符号データを半導体フラッシュメモ
リーや着脱式カード型半導体メモリー等の半導体記録媒体に記録し、その半導体記録媒体
に記録されたデジタル音声符号データを基に音声を再生する音声記録再生装置が商品化さ
れている。
【０００３】
上記のような音声記録再生装置では、録音釦が操作されてから停止釦が操作されるまでの
音声符号データを一つのファイルとし、このファイルを記録される順に新規ファイルとし
て半導体記録媒体に記録していく、という記録方法（以後、通常記録と称する）を採るこ
とが多い。一方、これとは異なり、録音釦が操作されたときのファイルにおける停止位置
に、録音釦が操作されたときから停止釦等が押されて記録が停止するまでの音声符号デー
タを新規ファイルは作成せずに、上記停止位置に挿入記録する記録方法（以後、挿入記録
と称する）、あるいは、上記停止位置より後の音声符号データを新規ファイルは作成せず
に録音釦が操作されたときから停止釦等が押されて記録が停止するまでの音声符号データ
に置き換えて記録する記録方法（以後、上書き記録と称する）を採用した音声記録再生装
置も実用化されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、挿入記録あるいは上書き記録で音声符号データを記録する音声記録再生装
置において、新規なファイルとして音声符号データを記録しようとした場合には、既存の
ファイルの最終ファイル番号を検索し、その最終既存ファイルの次のファイル番号を特定
してから記録動作を行う必要があった。また、新規記録を開始しようとしたときに記録中
、あるいは再生中であったりしたときには、さらにそれらを停止するといった動作も必要
となり、新規記録を行うための動作が煩雑となり録音チャンスを逸してしまうという問題
があった。
【０００５】
本発明はかかる問題に鑑み、挿入記録あるいは上書き記録を行う音声記録再生装置におい
ても簡単な操作で新規ファイルとして音声符号データを記録することが可能な音声記録再
生装置を提供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の音声記録再生装置は、入力された音声信号を音声符号データに変換する変換手段
と、ファイルを単位として上記音声符号データを記録媒体に記録する記録手段と、上記音
声符号データの記録媒体への記録の開始および停止を指示する指示手段と、新規記録を指
示する新規記録指示手段と、上記音声符号データの上記記録媒体への記録中に上記新規記
録が指示されたときには、上記音声符号データの記録を停止し、上記音声符号データを含
むファィルとは異なる新たなファイルとして音声符号データの上記記録媒体への記録を開
始するように制御する制御手段と、を具備することを特徴とする。
【０００７】
本発明の音声記録再生装置は、新たな音声符号ファイルが作成できるか否かを判断する判
断手段と、上記制御手段は、上記判断手段により、新たなファイルの作成ができないと判
断された場合には警告を行うとともに新たなファイルの作成を禁止するように制御するこ
とを特徴とする。
【０００８】
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本発明の音声記録再生装置の判断手段は、上記記録媒体に記録可能なファイル数、あるい
は上記ファイルを管理するフォルダに記録可能なファイル数を基に新たなファイルが作成
できるか否かを判断することを特徴とする。
【０００９】
本発明の音声記録再生装置により、記録媒体に音声符号データが既に記録されているファ
イルエリアに他の音声符号データを上書き及び挿入録音操作中に新規記録指示用釦を操作
するのみで、上書き又は挿入記録動作を中断させて、その新規音声符号データを未記録フ
ァイルエリアに新規ファイルとして記録させることが速やかに実行できるようになった。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１は本発明にかかる音声記録再
生装置の一実施形態の構成を示すブロック図で、図２は本発明の音声記録再生装置に用い
る半導体記録媒体のファイル構成を示す説明図で、図３は本発明の音声記録再生装置のメ
イン動作を説明するフローチャートで、図４は本発明の音声記録再生装置の再生動作を説
明するフローチャートで、図５は本発明の音声記録再生装置の新規記録動作を説明するフ
ローチャートで、図６は本発明の音声記録再生装置の挿入記録動作を説明するフローチャ
ートで、図７は本発明の音声記録再生装置の上書き記録動作を説明するフローチャートで
ある。
【００１１】
図１を用いて本発明の音声記録再生装置の全体構成を説明する。マイクロフォン１１で集
音され、電気信号に変換されたアナログの音声信号は、増幅器１２で所定の大きさに増幅
され、かつ、ローパスフィルタ１３で不要ノイズ成分を除去されて、アナログ・デジタル
変換器（以下、Ａ／Ｄコンバータと称する）１４でデジタル音声信号に変換されデジタル
信号処理部１５に供給される。このデジタル信号処理部１５は、前記Ａ／Ｄコンバータ１
４から供給されたデジタル音声信号をデジタル符号化された音声データ（以下、音声符号
データと称する）に変換する符号化機能と、この音声符号化データをデジタル音声信号に
復調する復調化機能を有している。前記デジタル信号処理部１５で復調化されたデジタル
音声信号は、デジタル・アナログ変換器（以下、Ｄ／Ａコンバータと称する）１６でアナ
ログ音声信号に変換され、ローパスフィルタ１７で不要ノイズ成分を除去し、増幅器１８
で所定の大きさに増幅されて、スピーカ１９に供給される。
【００１２】
前記デジタル信号処理部１５には、前記マイクロフォン１１乃至Ａ／Ｄコンバータ１４か
らの音声信号を音声符号データに変換する符号化動作と、音声符号データをＤ／Ａコンバ
ータ１６乃至スピーカ１９から出力する音声符号データを複調化動作とを制御するシステ
ム制御部２０が接続されている。さらに、前記システム制御部２０には、前記音声符号デ
ータを記録するフラッシュメモリ等の不揮発性半導体メモリで構成される記録媒体２１が
接続されている。
【００１３】
このシステム制御部２０は、音声記録再生装置全体の駆動を制御するマイクロコンピュー
タで構成され、前記デジタル信号処理部１５の符号化及び復号化動作の制御と、前記記録
媒体２１に記録する音声符号データのファイルアドレスや音声符号データを読み出す際の
ファイルアドレスの指定制御と、及び後述する各種駆動制御を行うものである。
【００１４】
さらに、前記システム制御部２０には、操作釦群２２と、表示器駆動回路２３を介して表
示器２４と、及び新規記録釦（ＮＥＷ）２５が接続されている。
【００１５】
前記操作釦群２２は、音声記録再生装置の音声記録、再生及び編集等の動作指示を入力す
るための複数のボタンスイッチからなっており、それらボタンスイッチには、動作メニュ
ーを選択するメニュー釦（ＭＥＮＵ）２２ａ、音声記録動作を指示する記録釦（ＲＥＣ）
２２ｂ、音声再生動作を指示する再生釦（ＰＬＡＹ）２２ｃ、音声記録再生動作を停止さ
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せる停止釦（ＳＴＯＰ）２２ｄ、音声記録再生中にファイルをフォワードスキップする先
送り釦（ＦＦ）２２ｅ、並びにファイルをバックスキップする戻し釦（ＲＥＷ）２２ｆ、
及び記録媒体に記録されている音声符号データを消去させる動作を指示する消去釦（ＥＲ
ＡＳＥ）２２ｇを有している。なお、この操作釦群２２には、図示している各種釦２２ａ
～２２ｇ以外に、例えば、音声記録時のモノラルまたステレオ録音の切り替え、及び記録
済みの音声符号データの編集等の動作操作モード用の釦が配置されている。
【００１６】
また、ファイルの選択は、記録、再生等の停止中にＦＦ２２ｅ及びＲＥＷ２２ｆを用いて
行うことができる。
【００１７】
前記表示器駆動回路２３は、前記システム制御部２０からの制御信号と表示信号の基で、
前記表示器２４を駆動制御して、音声記録再生装置の各種動作及び操作等のモードや状態
を表示させる。なお、表示器２４は、液晶表示パネルが用いられている。
【００１８】
前記新規記録釦（ＮＥＷ）２５は、本発明にかかる音声記録再生装置の固有の操作釦で、
詳細は後述するが、前記記録媒体２１に既に記録されている音声符号データに新たな音声
符号データを上書き又は挿入記録させている際に、その新たな音声符号データを記録媒体
２１の新しいファイルアドレスに記録させるための動作指示釦である。
【００１９】
次に、前記記録媒体２１に記録される音声符号データのファイルについて図２を用いて説
明する。
【００２０】
前記音声符号データは、再生や編集操作を行いやすいように、記録される音声符号データ
は、ファイルとして扱われ、例えば、複数ファイル＃１～＃ｎを１つのフォルダ１（２１
ａ）としており、このような複数のファイル＃１～＃ｎを有するフォルダ１（２１ａ）を
複数フォルダ２～ｎ（２１ｂ～２１ｎ）を有するように構成されている。フオルダ２１ａ
～２１ｎの各ファイルにはファイル番号＃１～＃ｎが付けられて序列されている。
【００２１】
なお、前記記録媒体２１に記録できるファイルの最大ファイル数は、前記表示器２４への
表示、ファイル管理、及び使い勝手等から制限が設けられていることが多く、本実施形態
では、1フォルダあたり１９９ファイルまでとし、３つのフォルダとすると５９７のファ
イルとなる。なお、これらの条件は単なる一例であり、例えばフォルダを無くして全体で
９９９ファイルとしたり、あるいはフォルダを二つにしてフオルダ毎の制限は設けずに全
体で３００ファイルまでというように諸般の事由により適宜設定することが可能である。
また、前記記録媒体２１は、フラシュメモリ等の不揮発性半導体メモリを音声記録再生装
置に内蔵させたり、または、着脱可能とするカード化されたものの、いずれの場合でも適
用でき、さらに、前記不揮発性半導体メモリ以外に、磁気ディスクや光磁気ディスク等を
用いることも可能である。
【００２２】
次に、図３を用いて本発明の音声記録再生装置のシステム制御部２０によるメイン動作に
ついて説明する。
【００２３】
本発明の音声記録再生装置に図示していない駆動電源が接続され、前述の各種電気回路、
デジタル信号処理部１５、システム制御部２０及び表示器２４に駆動電源が供給されると
、図３に示すメイン動作が起動し、ステップＳ１でシステム制御部２０の条件や記録媒体
２１の音声符号データの書込及び読み出し条件等の初期設定を行い、前記操作釦群２２に
よる操作指示待機状態になる。
【００２４】
前記操作釦群２２のいずれかの釦が押されると、それぞれの釦の動作フローに移り、操作
者が指示した動作を行うことができる。
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【００２５】
ステップＳ２でＭＥＮＵ２２ａが押されたと判定すると、ステップＳ３のＭＵＮＵ処理に
おいてメニュー設定を行う。メニュー設定では、標準モード、長時間モード等の記録モー
ドの設定、ビープ音のＯＮ／ＯＦＦの設定、内蔵時計の設定、マイク感度の設定等の各種
設定の他、後述する挿入記録あるいは上書き記録等の記録方式の設定もここで行っておく
ことができる。
【００２６】
次に、ステップＳ４で、前記ＰＬＡＹ２２ｃが押されたと判定すると、ステップＳ５で前
記表示器２４に再生モードと再生音声符号データのファイル番号を表示すると共に、前記
記録媒体２１から指定されたファイル番号の音声符号データを読み出し、前記デジタル信
号処理部１５で音声符号データからデジタル音声信号に復号化処理し、そのデジタル音声
信号を前記Ｄ／Ａコンバータ１６でアナログ音声信号に変換して、ローパスフィルタ１７
と増幅器１で所定の信号処理を行いスピーカ１９から再生音声を出力する再生モードが実
行される。
【００２７】
次に、ステップＳ６でＲＥＣ２２ｂが押されたと判定されると、ステップＳ７で、記録モ
ードと前記記録媒体２１の音声符号データを記録するファイル番号の表示を行うと共に、
前記マイクロホン１１から出力されたアナログ音声信号を増幅器１２及びローパスフィル
タ１３で所定の信号処理を行い、Ａ／Ｄコンバータ１４でデジタル音声信号に変換し、前
記デジタル信号処理部１５でデジタルの符号化を行い音声符号データを生成する。その音
声符号データを前記記録媒体２１の所定のファイル番号に書込記録する記録動作が実行さ
れる。
【００２８】
次に、ステップＳ８でＦＦ２２ｅが押されたと判定されると、ステップＳ９で前記表示記
２４に前記記録媒体２１の音声符号データが記録されているファイル番号を表示すると共
に、前記記録媒体２１のファイル番号を順方向選択操作が実行される。
【００２９】
次に、ステップＳ１０でＲＥＷ２２ｆが押されたと判定されると、ステップＳ１１で前記
記録媒体２１の音声符号データが記録されているファイル番号を表示すると共に、前記記
録媒体２１のファイル番号を逆方向選択操作が実行される。
次に、ステップＳ１２でＥＲＡＳＥ２２ｇが押されたと判定されると、ステップＳ１３で
前記表示器２４に現在選択されているファイル番号を表示させると共に、その選択されて
いる音声符号データの消去が実行される。
【００３０】
前記ステップＳ３のメニュー動作、ステップＳ５の再生動作、ステップＳ７の記録動作、
ステップＳ９の順方向選択動作、ステップＳ１１の逆方向選択動作、及びステップＳ１３
の消去動作がそれぞれ終了すると、前記待機状態に戻る。
【００３１】
なお、前記ステップＳ２～Ｓ１３を実行中に前記ＳＴＯＰ２２ｄが押されると、その実行
処理を中断して、待機状態となる。
【００３２】
次に、前記ステップＳ５の再生動作について、図４を用いて詳述する。前記ステップＳ４
でＰＬＡＹ２２ｃが押されると前記ステップＳ５の再生動作に移行する。このステップＳ
５の再生動作に移行されると、ステップＳ２１で、現在選択されているファイル番号の音
声符号データが読み出されて、再生動作を開始する。このステップＳ２１の再生動作が開
始されると、ステップＳ２２で、ＲＥＣ２２ｂが押されたか判定する。前記ＲＥＣ２２ｂ
が押されていないと判定されると、ステップＳ２６でＳＴＯＰ２２ｄが押されたか判定す
る。ＳＴＯＰ２２ｄが押されたと判定されると、ステップＳ２８に移行して、再生動作を
終了し、ＳＴＯＰ２２ｄが押されていない判定されると、ステップＳ２７で再生中の音声
符号データは、その音声符号データを記録しているファイルの終わりか判定し、ファイル
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の終わりでない場合には、前記ステップＳ２２に戻り、ファイルの終わりであると判定さ
れるとステップＳ２８の再生終了が実行されて、前述の図３の待機状態へと戻る。
【００３３】
すなわち、再生釦のＰＬＡＹ２２ｃが操作されると、停止釦のＳＴＯＰ２２ｄが操作され
るか、又は再生しているファイルの音声符号データが終了するまでの間、音声符号データ
を復号化し、かつ所定のアナログ音声信号に変換してスピーカ１９から音声再生する。
【００３４】
前述の音声符号データの再生中に前記ステップＳ２２で録音釦のＲＥＣ２２ｂが操作され
たと判定されると、ステップＳ２３で、再生されている音声符号データに新たな音声符号
データを挿入記録するのか、又は再生されている音声符号データに変えて新たな音声符号
データを上書き記録するのか判定する。挿入記録であると判定されるとステップＳ２４の
挿入記録モードが実行され、上書き記録と判定されるとステップＳ２５の上書き記録モー
ドが実行される。
【００３５】
このステップＳ２４の挿入記録とステップＳ２５の上書き記録の詳細動作は後述する。
【００３６】
次に、図５を用いて前記ステップＳ７の新たな音声符号データを記録する録音動作につい
て説明する。
【００３７】
前記ステップＳ６で記録釦であるＲＥＣ２２ｂが操作され、前記ステップＳ７の記録動作
に移行すると、ステップＳ３１で、前記記録媒体２１の音声符号データが記録されていな
いメモリ残量があるか否か判定する。その未記録メモリ残量がゼロの場合は、ステップＳ
３３で、前記表示器駆動回路２３を介して、前記表示器２４に記録媒体２１のメモリ残量
がない旨のエラー表示を行い、前記メイン処理に戻る。
【００３８】
前記ステップＳ３１で前記記録媒体２１の未記録メモリ残量がある場合には、ステップＳ
３２で、新たに記録する音声符号データのファイルが作成できるか否かを判定する。この
音声記録再生装置においては、前述したように、記録媒体２１の各フォルダ２１ａ～２１
ｎと各フォルダ内のファイル番号の若い順に音声符号データを順次記録するようになって
いる。
【００３９】
このため、新たに記録する音声符号データは、既に記録されたファイル番号の次のファイ
ル番号に記録される。そのため、既に音声符号データが記録されたファイル番号の総数が
、事前設定されている総ファイル番号数の最大ファイル数であるか判定する。
【００４０】
つまり、新たに記録されるファイル番号が最大ファイル数未満であるならば記録が可能で
、ステップＳ３４以降が実行でき、最大ファイル数と同じであるとステップＳ３３で、表
示部２４に記録媒体２１のファイル数の残量がない旨エラー表示させる。
【００４１】
前記ステップＳ３２で新たに記録する音声符号データのファイル番号が最大ファイル数未
満であると判定されると、ステップＳ３４で、新規ファイル番号を付して、記録を開始す
る。
【００４２】
次に、ステップＳ３５で新規記録釦であるＮＥＷ２５が押されたか判定し、ＮＥＷ２５が
押されたと判定されると、ステップＳ３６以降が実行される。ＮＥＷ２５が押されていな
いと判定されると、ステップＳ３９で前記記録媒体２１のメモリ残量があるか判定し、メ
モリ残量が無くなるとステップＳ４０で、前記表示器２４に記録媒体２１に音声符号デー
タを記録するためのメモリ残量不足のエラー表示を行い、ステップＳ４２でその音声符号
データの記録動作を終了させる。記録媒体２１のメモリ残量がある場合には、ステップＳ
４１で、停止釦であるＳＴＯＰ２２ｄが押されたか判定し、ＳＴＯＰ２２ｄが押されてい
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ないとステップＳ３５に戻りステップＳ３５，Ｓ３９，Ｓ４１の処理を繰り返す。ステッ
プＳ４１でＳＴＯＰ２２ｄが押されたと判定されると、ステップＳ４２で新規音声符号デ
ータの記録を終了させ、前記メイン処理に戻る。
【００４３】
前記ステップＳ３５でＮＥＷ２５が押されたと判定されると、ステップＳ３６で、前記記
録媒体２１に既に記録されている音声符号データのファイル総数を記録媒体２１に予め設
定されている最大ファイル数と比較し、新たに記録するファイル番号が最大ファイル数以
内か判定し、最大ファイル数を越えると判定された場合は、ステップＳ３８で前記表示器
２４に新規ファイル番号は最大ファイル数を越える旨のエラー表示を行い、前記ステップ
Ｓ３９に戻り、新規ファイル番号が最大ファイル数以内と判定されると、ステップＳ３７
で現在記録しているファイル番号への記録を終了させて、ステップＳ３４に戻り、新たな
ファイル番号に音声符号データの記録を開始する。
【００４４】
次に、前記ステップＳ２４（図４参照）の再生中に新たな音声符号データをその再生して
いる音声符号データに挿入記録する際の動作について図６を用いて説明する。
【００４５】
挿入記録動作に移行すると、ステップＳ５１で前記記録媒体２１のメモリ残量を検出しメ
モリー残量が無いと判定されると、ステップＳ５２で表示器２４にエラー表示を行い、メ
モリ残量があるとステップＳ５３で新たな音声符号データを前記ＲＥＣ２２ｂを押した再
生位置に挿入記録を開始する。
【００４６】
次に、前記ステップＳ５３の挿入記録中に、ステップＳ５４で新規記録釦であるＮＥＷ２
５が押されたか判定し、ＮＥＷ２５が押されていないと判定されると、ステップＳ５８で
、記録媒体２１のメモリ残量をチェックし、メモリ残量が無い場合には、ステップＳ５９
で前記表示器２４にメモリ残量不足のエラー表示を行い、メモリ残量がある場合には、ス
テップＳ６０で停止釦であるＳＴＯＰ２２ｄが押されたか判定し、ＳＴＯＰ２２ｄが押さ
れていないと前記ステップＳ５４に戻る。前記ステップＳ５９のエラー表示が行われ、又
は前記ステップＳ６０のＳＴＯＰ２２ｄが押されると、ステップＳ６１で挿入記録を終了
させて、前記メイン処理に戻る。
【００４７】
前記ステップＳ５４で、ＮＥＷ２５が押されたと判定されると、ステップＳ５５で、前記
記録媒体２１の既に記録されているファイルの総数と予め設定されている最大ファイル数
とを比較し、挿入記録している音声符号データを新規記録として記録する新規ファイル番
号が前記最大ファイル数以内が判定し、新たなファイル番号が最大ファイル数を越える場
合には、ステップＳ５７で前記表示器２４に新規記録できない旨のエラー表示を行い、前
記ステップＳ５８に戻り、挿入記録を継続させる。前記ステップＳ５５で、新規ファイル
番号に記録可能と判定されると、前記ステップＳ５６で再生中のファイル番号への挿入記
録を終了させて、前記ステップＳ３４（図５参照）以降の新規ファイル番号への記録処理
に移行する。
【００４８】
次に、前記ステップＳ２５（図４参照）の再生中に新たな音声符号データをその再生して
いる音声符号データに上書き記録する際の動作について、図７を用いて説明する。
【００４９】
上書き記録動作に移行すると、ステップＳ７１で前記記録媒体２１のメモリ残量を検出し
メモリー残量が無いと判定されると、ステップＳ７２で表示器２４にエラー表示を行い、
メモリ残量があるとステップＳ７３で新たな音声符号データを前記ＲＥＣ２２ｂを押した
再生位置から上書き記録を開始する。
【００５０】
次に、前記ステップＳ７３の上書き記録中に、ステップＳ７４で新規記録釦であるＮＥＷ
２５が押されたか判定し、ＮＥＷ２５が押されていないと判定されると、ステップＳ７８
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で、記録媒体２１のメモリ残量をチェックし、メモリ残量が無い場合には、ステップＳ７
９で前記表示器２４にメモリ残量不足のエラー表示を行い、メモリ残量がある場合には、
ステップＳ８０で停止釦であるＳＴＯＰ２２ｄが押されたか判定し、ＳＴＯＰ２２ｄが押
されていないと前記ステップＳ７４に戻る。前記ステップＳ７９のエラー表示が行われ、
又は前記ステップＳ８０のＳＴＯＰ２２ｄが押されると、ステップＳ８１で上書き記録を
終了させて、前記メイン処理に戻る。
【００５１】
前記ステップＳ７４で、ＮＥＷ２５が押されたと判定されると、ステップＳ７５で、前記
記録媒体２１の既に記録されているファイル総数と予め設定されている最大ファイル数と
を比較し、上書き記録している音声符号データを新規記録として記録する新規ファイル番
号が前記最大ファイル数以内か判定し、新たなファイル番号が最大ファイル数を越える場
合には、ステップＳ７７で前記表示器２４に新規記録できない旨のエラー表示を行い、前
記ステップＳ７８に戻り、上書き記録を継続させる。前記ステップＳ７５で、新規ファイ
ル番号に記録可能と判定されると、ステップＳ７６で前記ステップＳ７３の再生中のファ
イル番号への上書き記録を終了させて、前記ステップＳ３４（図５参照）以降の新規ファ
イル番号への記録処理に戻る。
【００５２】
すなわち、再生動作中に新たな音声符号データをその再生中の音声符号データが記録され
ているファイル番号のエリアに挿入又は上書き記録させている間に、その挿入又は上書き
記録を中止して、新しい記録データとして新しいファイル番号のエリアに記録させる場合
に、新規記録釦であるＮＥＷ２５をオン操作するのみで、直ちに前記挿入又は上書き記録
を停止して、その停止後の音声符号データを新しいファイル番号エリアに記録することが
できる。
【００５３】
なお、新規記録釦ＮＥＷ２５は、上述した機能の他にも、記録又は再生等が停止されてい
て待機状態にある場合、あるいは再生状態において押された場合には、現在の停止位置あ
るいは再生位置に関わらず新規記録の準備状態に移行する機能を有する。
【００５４】
すなわち、ＮＥＷ２５を押すと、新たに記録しようとする新規ファイル番号が最大ファイ
ル数を超えるか否かを判定し、新規ファイル番号が最大ファイル数以内ならば新規記録準
備状態に移行し（再生状態の場合には再生を停止し）、次にＲＥＣ２２ｂが押されたらそ
れ以降の音声符号データを新規ファイルとして記録媒体２１に記録するように構成されて
いる。新規ファイル番号が最大ファイル数を超えると判定された場合には、その旨を警告
表示する。
【００５５】
また、上述の音声記録再生装置では、記録又は再生が停止されている待機状態あるいは再
生状態から新規記録を開始するには、新規記録釦ＮＥＷ２を押した後ＲＥＣ２２ｂを押す
ように構成されているが、ＲＥＣ２２ｂを押す動作を省略して、上記待機状態あるいは再
生状態において、新規記録釦ＮＥＷ２５を押すと新規記録を開始するまでを行うようにす
れば操作を簡略化することができる。
【００５６】
【発明の効果】
上述したように本発明によれば、挿入記録あるいは上書き記録を行う音声記録再生装置に
おいても簡単な操作で新規ファイルとして音声符号データを記録することが可能な音声記
録再生装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる音声記録再生装置の一実施形態の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の音声記録再生装置に用いる半導体記録媒体のファイル構成を示す説明図
。
【図３】本発明の音声記録再生装置のメイン動作を説明するフローチャート。



(9) JP 4436558 B2 2010.3.24

10

【図４】本発明の音声記録再生装置の再生動作を説明するフローチャート。
【図５】本発明の音声記録再生装置の新規記録動作を説明するフローチャート。
【図６】本発明の音声記録再生装置の挿入記録動作を説明するフローチャート。
【図７】本発明の音声記録再生装置の上書き記録動作を説明するフローチャート。
【符号の説明】
１１…マイクロフォン
１２、１８…増幅器
１３、１７…ローパスフィルタ
１４…アナログ・デジタル変換器（Ａ／Ｄコンバータ）
１５…デジタル信号処理部
１６…デジタル・アナログ変換器（Ｄ／Ａコンバータ）
１９…スピーカ
２０…システム制御部
２１…記録媒体
２２…操作釦群
２３…表示器駆動回路
２４…表示器
２５…新規記録釦

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(11) JP 4436558 B2 2010.3.24

【図７】



(12) JP 4436558 B2 2010.3.24

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G10L  19/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

